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問1～10に答えよ。(各10点)

問1  交流送電設備と比較した，直流送電設備の特徴を説明せよ。

→
下記のいずれかが含まれていること。両送電設備に関する説明，両連系設備に関する説明，いずれでも良いとする。
・異なる標準周波数の系統を連系できる。

・標準周波数が同じであっても，異なる周波数で系統運用できる。

・潮流を自律的に制御できる。
・ループ状の系統構成を実現できる。
・送電線が2本で済む。

・同期が不要。

問2  揚水式水力発電所が通常の水力発電所と異なる点および系統運用における特徴について説明せよ。

→
異なる点　: 揚水運転が可能であるため，余剰電力を蓄えることができる。(5点)

特徴　: ピーク時の運転に適している，発電設備の運用に柔軟性を与えるなど。(5点)

※両説明が混在している場合は最大5点とする。また通常の水力発電所を，流れ込み式に限定して解答している例が目立つ。
問3 TSC+TCR式SVCについて，コンデンサ容量
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およびリアクトル容量
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と要求量
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の関係を図示するとともに文章でわかるように説明せよ。

→
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要求量
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　(遅れを正とする)　に対して，連続的に投入されるkLQL 
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と，段階的に投入されるコンデンサkCQC  (kCは正の整数)の差がQとなる。
※問題はXで与えているため，Xで記載されていても正解とする。
※「連続制御」を「連統制御」と書き誤った解答は5点減点とする。(いまひとつのノートが出回っているらしい)
問4  三相送電線の正相インダクタンスと逆相インダクタンスは一致する。これを図を用いて説明せよ。

→　三本の電線を描き，正相電流が流れていても，逆相電流が流れていても，いずれも同じ単相の正逆電流に等価的に書き換えられている図が記載されて，説明されていること。
問5  単位長さの三相送電線路において，1本あたりの自己インダクタンスが3 [mH]，線路対線路の相互インダクタンスが0.5[mH]である。この三相分を3本並列にした場合，全インダクタンスを求めよ。
→
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※計算違いによる部分点なし，単位がない場合のみ5点とする。
問6  送電線の分布定数回路の解析に関して，
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の関係を示す図と式を示せ。

→

・図が入っていること　(5点)

・
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　が記載されていること　(5点)
問7  サージインピーダンス
[image: image11.wmf]1
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の線路から，
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の線路に電位Vが進行した。進行波と反射波を求めよ。
→ 

進行波
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　(5点)

反射波
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　(5点)
※これ以外の部分点　(計算間違い等)　はなし
問8  定格容量500MVA, 2次側定格電圧20kV, 結線方式Y-(の変圧器がある。1次側，2次側から見た漏れリアクタンスは，それぞれ1(と0.25(である。このときの1次側の定格電圧を求めよ。
→　
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，の関係より，
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問9  送電線のインピーダンスが
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 [(]，対地アドミタンスが
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 [S]，送電端電圧が
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[kV]，受電端の電圧が
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である。このとき，受電端電力円線図の半径を求めよ。

→
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。または3184(106でもよい。
問10  もっとも誤っている文章はどれか? またその部分を修正せよ。
A. 広域運用体制では，各電力会社の平常時および緊急時の電力融通を可能としている。

B. 北海道電力は東北電力と異なる周波数で運用することができる。

C. 潮流方程式で負荷の有効・無効電力を与える場合，その値は正負を逆にしてノード注入電力として与える。

D. 対地アドミタンスは進み無効電力の発生源となる。
→○E. 無効電力の定義は，実用的には進みをプラスと置く。しかし，電気回路理論上は，進みをマイナスとして定義する方法もあり，この場合は
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I

V

jQ

P

W

&

&

&

=

+

=

の式で複素電力が計算される。
【修正後】無効電力の定義は，実用的には進みをマイナス (または遅れをプラス) と置く。しかし，電気回路理論上は，進みをプラス (または遅れをマイナス) として定義する方法もあり，この場合は
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の式で複素電力が計算される。

※修正点が複雑であるため，Eを選択(5点)，どれか1つでも正しく修正(5点)とする。
(以上)
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